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10
月
５
日
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
カ

ロ
リ
ン
ス
カ
研
究

所
は
２
０
１
５
年

の
ノ
ー
ベ
ル
医
学

生
理
学
賞
を
大
村
智
北
里
大
学

特
別
栄
誉
教
授
ら
３
人
に
授
与

す
る
と
発
表
し
た
。
ア
フ
リ
カ

な
ど
で
寄
生
虫
が
引
き
起
こ
す

熱
帯
感
染
症
に
大
き
な
治
療
効

果
の
あ
る
薬
剤
イ
ベ
ル
メ
ク
チ

ン
に
対
す
る
受
賞
だ
▼
こ
の
薬

は
重
症
の
場
合
に
失
明
す
る
こ

と
も
あ
る
熱
帯
病
の
オ
ン
コ
セ

ル
カ
症
（
河
川
盲
目
症
）
や
リ

ン
パ
系
フ
ィ
ラ
リ
ア
症
（
象
皮

症
）
の
特
効
薬
と
な
り
、
年
間

３
億
人
が
使
用
し
、
世
界
保
健

機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
よ
れ
ば
２

０
２
０
年
頃
に
は
い
ず
れ
も
撲

滅
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

日
本
で
も
ダ
ニ
が
原
因
の
カ
イ

セ
ン
症
や
沖
縄
に
多
い
糞
線
虫

症
な
ど
の
治
療
に
威
力
を
発
揮

し
て
い
る
▼
す
ば
ら
し
い
発
見

だ
が
、
本
人
が
こ
の
研
究
に
の

め
り
こ
ん
だ
の
は
ゴ
ル
フ
場
の

土
壌
で
見
つ
け
た
細
菌
が
作
り

出
す
物
質
が
き
っ
か
け
。
１
９

７
３
年
か
ら
米
国
製
薬
大
手
メ

ル
ク
と
共
同
開
発
し
て
い
た
。

高
校
教
師
を
経
て
、
決
し
て
エ

リ
ー
ト
研
究
員
で
は
な
か
っ
た

が
、
肩
書
き
に
と
ら
わ
れ
ず
援

助
し
た
米
国
企
業
に
は
恐
れ
入

る
し
か
な
い
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
級

の
研
究
に
は
莫
大
な
予
算
が
い

る
。
日
本
の
学
術
研
究
面
で
の

予
算
は
先
進
国
で
は
貧
弱
ら
し

い
。
そ
れ
が
、
日
本
で
は
ま
だ

ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
が
今

回
も
含
め
３
人
し
か
い
な
い
原

因
と
の
意
見
も
あ
る
▼
大
村
氏

は
山
梨
大
学
卒
で
、
山
中
伸
弥

氏
の
神
戸
大
学
に
続
き
、
旧
制

大
学
以
外
の
出
身
。
農
家
出
身

で
も
あ
り
、
多
彩
な
研
究
環
境

で
型
に
は
ま
ら
な
い
ス
タ
イ
ル

で
研
究
に
打
ち
込
む
の
が
よ
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
金
は
出
す

が
口
は
出
さ
な
い
援
助
者
は
ど

の
世
界
で
も
必
要
だ
。 

（
海
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

税経部より「マイナンバーの通知開始」 ２面

６面

日常診プレ企画「心肺蘇生法実技講習会」６面

保険診療のてびき
各科に必要な漢方の知識㊤

研
面
究

　

２
０
２
５
年
の
県
下
の
病
床
数
は―

。
２
０

１
４
年
に
成
立
し
た
医
療
・
介
護
総
合
法
に
よ

り
、
都
道
府
県
に
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
た

「
地
域
医
療
構
想
」
を
策
定
す
る
た
め
の
議
論

が
兵
庫
県
で
も
始
ま
っ
た
。
８
月
21
日
に
県
医

師
会
館
で
行
わ
れ
た
第
19
回
兵
庫
県
医
療
審
議

会
保
健
医
療
計
画
部
会
で
は
、
厚
生
労
働
省
が

作
成
し
た
「
地
域
医
療
構
想
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」（
以
下
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
に
基
づ
き
算

出
さ
れ
た
２
０
２
５
年
の
必
要
病
床
数
が
報
告

さ
れ
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
県
下
で
最
大
２
５

９
１
床
の
病
床
削
減
が
必
要
と
の
試
算
も
明
ら

か
に
な
っ
た
。
議
論
の
問
題
点
を
み
て
い
く
。

医
療
実
態
見
な
い

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

　

地
域
医
療
構
想
は
、「
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
い
て
都
道

府
県
が
、「
２
０
２
５
年
の
医

療
需
要
と
病
床
の
必
要
量
」
な

ど
を
２
次
医
療
圏
単
位
で
策
定

す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
示
さ
れ
た
推

計
方
法
に
は
問
題
が
多
い
。

　

高
度
急
性
期
、
急
性
期
、
回

復
期
の
推
計
方
法
は
、
現
状
の

入
院
受
療
率
を
２
０
２
５
年
の

人
口
推
計
に
当
て
は
め
た
だ
け

　

さ
ら
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

慢
性
期
病
床
全
体
も
「
全
て
の

構
想
区
域
の
入
院
受
療
率
を
全

国
最
小
値
ま
で
低
下
さ
せ
る
」

と
し
て
お
り
、
各
地
域
の
実
情

を
無
視
し
て
病
床
削
減
計
画
が

進
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

県
下
の「
必
要
病
床
数
」

　

県
の
部
会
で
明
ら
か
に
さ
れ

た
試
算
で
は
、
県
全
体
で
最
大

２
５
９
１
床
が
過
剰
と
さ
れ
、

神
戸
、
阪
神
南
の
医
療
圏
を
除

く
全
医
療
圏
で
病
床
が
過
剰
に

な
る
と
さ
れ
て
い
る
（
上

表
）。

　

し
か
し
、
現
在
で
も
医
師
不

足
に
悩
む
地
方
で
は
、
病
床
を

稼
働
さ
せ
ら
れ
な
い
医
療
機
関

も
多
い
。
こ
う
し
た
状
況
を
無

視
し
、
さ
ら
に
病
床
を
削
減
す

れ
ば
、
入
院
し
た
く
て
も
で
き

な
い
、
医
療
難
民
を
今
以
上
に

生
ん
で
し
ま
う
。

　

部
会
で
は
「
在
宅
医
療
等
」

の
推
計
も
出
さ
れ
、
２
０
２
５

年
に
は
、
13
年
に
比
べ
て
訪
問

診
療
で
療
養
す
る
患
者
数
は
１

日
当
り
３
万
１
９
４
１
人
増
え

る
と
さ
れ
て
い
る
。
当
然
、
在

宅
医
療
を
担
う
医
師
や
介
護
施

設
、
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
と
な
る

が
、
今
後
10
年
間
で
整
備
す
る

こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
か
。

　

部
会
で
は
、
一
部
の
委
員
か

ら
「
医
師
を
養
成
し
な
い
と
い

け
な
い
」
な
ど
の
意
見
も
出
さ

れ
、
事
務
局
を
務
め
る
県
も
、

但
馬
医
療
圏
に
つ
い
て
「
広
大

な
圏
域
面
積
に
お
け
る
在
宅
医

療
人
材
の
確
保
」、
淡
路
圏
に

つ
い
て
「
高
齢
化
の
著
し
い
在

宅
医
療
の
担
い
手
の
新
た
な
確

保
」
な
ど
を
「
特
に
検
討
を
要

す
る
と
思
わ
れ
る
項
目
」
と
し

て
挙
げ
て
い
る
。

　

県
に
は
、
厚
生
労
働
省
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
そ
の
ま
ま
地
域

に
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、

地
域
の
患
者
、
住
民
、
医
療
従

事
者
の
声
を
聞
い
て
、
医
師
養

成
の
必
要
性
や
必
要
な
病
床

数
、
医
療
費
や
介
護
費
の
引
き

上
げ
を
政
府
に
求
め
て
い
く
姿

勢
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
よ
り
身
近
な
２
次
医

療
圏
で
議
論
が
始
ま
る
。
協
会

で
は
地
域
に
必
要
な
医
療
提
供

体
制
を
整
備
す
る
た
め
に
、
各

支
部
を
中
心
に
地
域
医
療
を
担

う
会
員
の
声
を
集
約
し
、
関
係

機
関
に
届
け
る
。

の
も
の
で
、
現
在
入
院
が
必
要

な
人
は
す
べ
て
入
院
し
て
い
る

と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
経
済
的
理
由
、
病
床

の
都
合
等
で
入
院
待
ち
、
早
期

退
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
、
入
院
が

で
き
な
い
と
い
う
現
状
が
あ

る
。

　

慢
性
期
で
は
、
療
養
病
床
の

入
院
患
者
の
う
ち
最
も
症
状
が

軽
い
と
さ
れ
る
患
者
の
７
割
を

在
宅
に
す
る
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
中
に
は
、
重
度
意
識

障
害
や
癌
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
重

症
者
も
含
ま
れ
て
い
る
。

表　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
も
と
づ
く　
　
　
　

　
　

２
０
２
５
年
に
必
要
な
病
床
数
の
推
計

「
地
域
医
療
構
想
」
兵
庫
県
で
議
論
開
始

最
大
２
６
０
０
床
の
削
減

最
大
２
６
０
０
床
の
削
減

2025年2025年

　

今
年
も
「
ひ
ま
わ
り
号
」
が

走
り
ま
す
。
ひ
ま
わ
り
号
は
、

貸
し
切
り
列
車
で
障
が
い
者
が

家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も

に
旅
行
す
る
企
画
で
す
。
障
が

い
者
が
「
ま
ち
」
に
出
て
地
域

の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
に

よ
り
、
障
が
い
者
へ
の
社
会
の

関
心
を
高
め
、
誰
も
が
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
と
す
る

た
め
始
ま
り
ま
し
た
。

　

障
が
い
は
決
し
て
他
人
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
気
や
事

故
、
あ
る
い
は
老
化
現
象
に
よ

り
、
あ
な
た
自
身
や
ご
家
族
が

必
ず
経
験
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
は
心
身
の

特
徴
に
よ
り
、
自
身
の
活
動
や

社
会
へ
の
参
加
が
制
約
さ
れ
ま

す
が
、
社
会
や
地
域
の
体
制
が

大
き
く
影
響
し
、「
障
が
い
」

が
「
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
」
と

な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
肢
体

の
不
自
由
な
方
は
、
松
葉
づ
え

や
車
椅
子
が
あ
れ
ば
、
あ
る
い

は
ま
ち
全
体
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー

で
あ
れ
ば
、
そ
し
て
周
囲
の
人

が
声
を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
は
軽
減
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
障
が
い
」
は

個
人
に
存
在
す
る
の
で
す
が
、

実
は
社
会
側
の
要
因
に
よ
り
、

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
克
服
で

き
な
い
障
が
い
「
者
」
と
し

て
、
区
別
さ
れ
る
存
在
に
な
る

の
で
す
。

　

今
回
の
ひ
ま
わ
り
号
は
、
岡

山
県
後
楽
園
へ
向
か
い
ま
す
。

多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
障
が
い
者
と
と
も
に
旅
行

を
楽
し
み
、
お
互
い
に
理
解
し

合
い
、
ま
た
社
会
側
の
要
因
に

も
目
を
向
け
る
機
会
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
当
日
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
お
願
い
し
ま
す
が
、

参
加
で
き
な
い
方
は
ぜ
ひ
協
力

募
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
募
金
は
、
郵
便
振
替
口
座
０

０
９
１
０―

２―

１
５
０
３
６

６
兵
庫
県
保
険
医
協
会
。
案
内

・
振
込
用
紙
を
月
刊
保
団
連
10

月
号
に
同
封
し
て
い
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
は
、
☎
078―
393―

１
８
０
３
山
下
ま
で

障
が
い
者
の
日
帰
り
旅
行

障
が
い
者
の
日
帰
り
旅
行

「
ひ
ま
わ
り
号
」に
ご
協
力
を

「
ひ
ま
わ
り
号
」に
ご
協
力
を

11
月
８
日　

岡
山
・
後
楽
園
へ

理事長
西山 裕康

11月15日（日）　　13時～　　協会５階会議室
臨時（決算）総会　14時30分～
共済制度委員会　　14時50分～
　特別報告　「三井生命は経営統合でどう変わるのか」
　報 告 者　 三井生命執行役員　江口　浩章氏
特別講演　　　　　16時～
　テ ー マ　「タックス・ヘイブン－逃げていく税金－」
　講　　師　 弁護士・日本弁護士連合会税制委員会副委員長

・元大蔵省主税局国際租税課長 志賀　櫻氏
お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

兵庫県保険医協会兵庫県保険医協会　　第第8888回評議員会回評議員会
臨時（決算）総会・第38回共済制度委員会

医
療
圏

医療機能 2025年の　
必要病床数

現在の稼働
病床数　　

現状との
比較

（△は不足）

神
戸

高度急性期 2065 2137 72
急性期 5952 8380 2428
回復期 5039 1307 △ 3732
慢性期 2344 3207 863
小計 15400 15031 △ 369

阪
神
南

高度急性期 1273 1221 △ 52
急性期 3454 4727 1273
回復期 2869 605 △ 2264
慢性期 1425 2327 902
小計 9022 8880 △ 142

阪
神
北

高度急性期 564 25 △ 539
急性期 1997 3461 1464
回復期 1775 391 △ 1384
慢性期 2046 2815 769
小計 6383 6692 309

東
播
磨

高度急性期 723 707 △ 16
急性期 2222 3448 1226
回復期 2114 529 △ 1585
慢性期 1173 1645 472
小計 6232 6329 97

北
播
磨

高度急性期 228 126 △ 102
急性期 976 1625 649
回復期 886 447 △ 439
慢性期 1161 1362 201
小計 3252 3560 308

中
播
磨

高度急性期 637 790 153
急性期 1940 3134 1194
回復期 1898 536 △ 1362
慢性期 633 1104 471
小計 5108 5564 456

西
播
磨

高度急性期 143 6 △ 137
急性期 716 1654 938
回復期 901 253 △ 648
慢性期 413 737 324
小計 2173 2650 477

但
馬

高度急性期 127 18 △ 109
急性期 428 932 504
回復期 388 210 △ 178
慢性期 194 314 120
小計 1137 1474 337

丹
波

高度急性期 46 4 △ 42
急性期 247 612 365
回復期 220 44 △ 176
慢性期 225 468 243
小計 738 1128 390

淡
路

高度急性期 93 19 △ 74
急性期 310 774 464
回復期 425 184 △ 241
慢性期 255 832 577
小計 1082 1809 727
総　計 50526 53117 2591

※ 推計は府県間・医療圏域間の患者流出・流入が、2025年
時点においても継続すると仮定したもの。
※ 推計の慢性期については、全ての構想区域が全国最小値
（県単位）まで入院受療率を低下させるパターンを採用。
※第19回兵庫県医療審議会保健医療計画部会資料より作成
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参 加 記

◇
出
席　

24
人

◇
情
勢　

政
府
は
２
０
２
０
年

度
か
ら
医
学
部
の
定
員
を
減
ら

す
検
討
に
入
っ
た
。
ベ
ッ
ド
数

を
削
減
さ
せ
る
の
に
合
わ
せ

て
、
医
師
数
を
抑
え
、
医
療
費

を
抑
制
す
る
た
め
。
た
だ
し
地

方
の
医
師
不
足
を
解
消
す
る
た

め
に
、
偏
在
の
解
消
が
課
題
と

日
経
新
聞
は
報
じ
て
い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

安
保
関
連

法
成
立
抗
議
声
明
が
承
認
さ
れ

た
。
９
／
17
国
会
行
動
、「
安

保
法
案
に
反
対
す
る
医
師
・
歯

科
医
師
緊
急
ア
ピ
ー
ル
」
記
者

会
見
に
近
重
副
理
事
長
・
足
立

・
加
藤
両
理
事
が
参
加
し
た
こ

と
、
10
／
22
国
民
集
会
へ
の
参

加
呼
び
か
け
、
大
型
宣
伝
・
ラ

ジ
オ
関
西
番
組
へ
の
出
演
者
募

集
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動
報
告　

社
保
審
医

療
保
険
部
会
で
「
16
年
診
療
報

酬
改
定
に
向
け
た
基
本
方
針
」

の
議
論
の
中
で
、
厚
労
省
が
提

案
し
た
「
超
高
齢
化
社
会
に
お

け
る
医
療
政
策
の
基
本
方
向
」

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と

効
率
的
で
質
の
高
い
医
療
提
供

体
制
の
構
築
」「
経
済
・
財
政

と
の
調
和
」
の
３
点
の
基
本
認

識
と
そ
れ
に
基
づ
く
四
つ
の
視

点
が
確
認
さ
れ
、
中
医
協
で
議

論
さ
れ
て
い
る
病
床
機
能
分
化

や
医
薬
品
の
適
正
使
用
の
推
進

な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

◇
共
済
普
及
対
策　

後
半
期
共

済
普
及
目
標
と
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
保
険
更

新
期
普
及
を
最
重
点
と
し
、
病

院
開
拓
に
よ
る
勤
務
医
拡
大
で

新
規
加
入
を
獲
得
し
、
新
規
・

増
額
22
億
円
達
成
を
目
指
す
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
９
月
26
日　

理
事
会
よ
り
）

　

い
よ
い
よ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

通
知
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
制
度

は
国
家
に
よ
る
国
民
管
理
の
し

く
み
と
し
て
の
危
険
性
と
と
も

に
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
を
は

じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
個

人
番
号
を
扱
う
事
業
者
に
厳
し

い
管
理
義
務
を
課
し
、「
安
全

管
理
措
置
」
を
事
業
者
の
負
担

で
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え

な
が
ら
利
用
開
始
が
目
前
に
迫

っ
て
い
る
。

　

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
度

分
の
扶
養
控
除
申
告
書
な
ど
の

書
式
か
ら
個
人
番
号
欄
が
追
加

さ
れ
る
。
当
面
、
こ
こ
で
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
か
が
問
題
と

な
る
。
個
人
番
号
は
「
特
定
個

人
情
報
」
と
し
て
、
き
わ
め
て

厳
格
な
取
り
扱
い
を
要
求
さ
れ

る
。
故
意
に
漏
え
い
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
４
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
２
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
な
ど
重
い
刑
事
罰
が
あ
り
、

過
失
に
よ
る
漏
え
い
で
も
損
害

賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
も

十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
点
も
踏
ま
え
て
、

職
員
に
番
号
提
供
を
求
め
る
前

に
、
ま
ず
は
方
針
と
管
理
体
制

を
し
っ
か
り
と
か
た
め
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
。
準
備
が
不
十

分
な
ま
ま
個
人
番
号
の
収
集
は

行
わ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ

る
。

　

協
会
は
10
月
24
日
に
、
日
弁

連
情
報
問
題
対
策
委
員
会
委
員

長
の
坂
本
団
弁
護
士
を
招
き
、

制
度
の
問
題
点
と
対
応
の
留
意

点
を
学
ぶ
研
究
会
を
開
催
す

る
。
ま
た
、
10
月
25
日
付
保
険

医
新
聞
で
は
最
低
限
お
さ
え
る

べ
き
ポ
イ
ン
ト
の
解
説
も
予
定

し
て
い
る
。
会
員
医
療
機
関
で

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
策
に
ご
活

用
い
た
だ
き
た
い
。

　

同
時
に
、
こ
の
制
度
が
、
個

人
の
健
康
情
報
の
民
間
利
用

や
、
社
会
保
障
削
減
な
ど
に
使

わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
常
に

警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

保
団
連
は
、「
第
33
回
病
院

・
有
床
診
療
所
セ
ミ
ナ
ー
」
を

９
月
26
日
・
27
日
に
京
都
市
内

で
開
催
し
、
全
国
25
協
会
か
ら

１
０
８
人
が
参
加
。
兵
庫
協
会

か
ら
は
、
吉
岡
巌
副
理
事
長
ら

10
人
が
参
加
し
た
。
吉
岡
巌
副

理
事
長
の
参
加
記
を
紹
介
す

る
。

　

「
新
段
階
の
医
療
費
抑
制
策

と
提
供
体
制
の
改
変―

地
域
医

療
構
想
と
地
域
医
療
連
携
法
人

に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き

か
」
仏
教
大
学
社
会
福
祉
学
部

の
岡
﨑
祐
司
教
授
、「
医
療
事

故
調
査
制
度
の
留
意
点
」
長
谷

部
圭
司
弁
護
士
、「
医
事
粉
争

の
個
人
情
報
は

守
れ
る
か
」
は

京
都
協
会
役
員

に
よ
る
講
演
の

４
テ
ー
マ
で
し

た
。

　

「
地
域
医
療

構
想
」「
事
故

調
」「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
」
の
い

ず
れ
も
が
タ
イ

ム
リ
ー
な
議
題

で
あ
り
、
そ
の

講
演
内
容
は
参

加
者
に
と
っ
て

十
分
役
に
立
つ

も
の
で
し
た
。

　

と
り
わ
け
10
月
１
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
「
事
故
調
」
に
つ

い
て
は
、
医
師
で
弁
護
士
で
あ

る
演
者
の
豊
富
な
事
例
と
「
事

故
調
」
制
度
の
分
か
り
や
す
い

解
説
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

　

兵
庫
協
会
で
も
10
月
31
日
、

医
師
で
も
あ
る
田
邉
昇
弁
護
士

の
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
会
員
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
（
下
記
参

照
）。

　

「
地
域
医
療
構
想
」
に
つ
い

て
は
、
県
主
催
で
２
次
医
療
圏

ご
と
に
説
明
検
討
会
が
す
で
に

行
わ
れ
て
お
り
、「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
」
も
10
月
か
ら
個
人
宛
送

付
が
始
ま
り
医
療
機
関
で
の
作

業
が
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
制
度
自
体
が
生
煮
え

で
、
多
く
の
本
質
的
問
題
点
を

内
包
し
、
実
施
に
当
た
っ
て
は

「
事
故
調
」
を
含
め
て
不
備
な

点
だ
ら
け
で
、
現
場
で
は
戸
惑

う
こ
と
が
多
々
あ
る
よ
う
な
印

象
で
す
。

　

病
院
・
有
床
診
療
所
だ
け
で

な
く
、
無
床
診
療
所
に
も
関
係

の
あ
る
実
務
的
事
柄
な
の
で
、

協
会
挙
げ
て
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
の
強
化
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

協
会
は
９
月
26
日
、
２
０
１

６
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い

て
、
衆
議
員
厚
生
労
働
委
員
で

あ
る
井
坂
信
彦
衆
議
院
議
員

（
維
新
の
党
）
と
協
会
会
議
室

で
懇
談
を
行
っ
た
。
協
会
か
ら

武
村
義
人
・
吉
岡
正
雄
両
副
理

事
長
、
足
立
了
平
・
鈴
田
明
彦

両
理
事
、
冨
澤
洪
基
評
議
員
が

参
加
し
た
。

　

協
会
か
ら
は
「
政
府
が
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
低
医
療
費
政

策
に
よ
り
、
医
療
崩
壊
が
進
ん

で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ

ら
に
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改

定
が
狙
わ
れ
て
い
る
」
と
し

て
、
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
、

①
技
術
料
を
中
心
に
診
療
報
酬

の
10
％
以
上
の
引
き
上
げ
、
②

薬
科
引
き
下
げ
分
の
診
療
報
酬

本
体
へ
の
充
当
、
③
医
療
へ
の

消
費
税
ゼ
ロ
税
率
の
適
用
、
④

湿
布
薬
な
ど
市
販
類
似
薬
の
保

・
成
立
」
し
た
安
保
関
連
法
に

つ
い
て
「
安
全
保
障
関
連
法
は

憲
法
の
範
囲
内
で
法
律
を
作
る

と
い
う
立
憲
主
義
の
一
番
根
幹

と
な
る
部
分
を
揺
る
が
す
も
の

だ
。
維
新
の
党
は
こ
の
法
に
も

ち
ろ
ん
反
対
し
て
い
る
。
医
療

の
分
野
で
も
い
ろ
い
ろ
と
ご
意

見
、
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が

ら
、
し
っ
か
り
が
ん
ば
っ
て
い

く
」
と
し
た
。 険

外
し
は
行
わ
な

い
こ
と
、
⑤
患
者

負
担
の
引
き
下
げ

な
ど
を
要
望
。
井

坂
議
員
は
要
望
を

厚
生
労
働
委
員
会

で
も
反
映
さ
せ
て

い
く
と
し
、
今
後

も
懇
談
を
行
う
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

井
坂
議
員
は
同

日
に
行
わ
れ
た
協

会
理
事
会
で
あ
い

さ
つ
を
行
い
、
９

月
19
日
に
「
可
決

地域医療構想や事故調の問題について
会場いっぱいの108人が聞き入った 　

井坂衆院議員（左端）に要望書を渡す（左か
ら）冨澤・鈴田・武村・吉岡・足立各先生　

マイナンバーの通知開始
慌てず冷静な対応を

日　時　10月24日（土）16時～
会　場　協会５階会議室
講　師　 日本弁護士連合会情報問題対策委

員会委員長　坂本　団弁護士

　日弁連の情報問題対策委員会委員長を務
める坂本弁護士に、制度の問題点や法改正
をめぐる議論、当面考えられる医療機関で
の対応などについてお話しいただきます。

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1817 納富まで

医院経営・政策研究会

マイナンバ－制の
問題点と対応の留意点

事
例
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
」「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
ス
タ
ー
ト
…
医
療

保
団
連
病
院
・
有
床
診
セ
ミ
ナ
ー

「
事
故
調
」に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
解
説

副
理
事
長　
　

吉
岡　
　

巌

求　
　
　

人

分
院
長（
管
理
医
師
）

◇
開
設
者　

医
療
法
人
桜
会

◇
所
在
地　

大
阪
府
豊
中
市

内
（
本
院
は
尼
崎
市
立
花

町
）

◇
科
目　

内
科
、
在
宅
、
整

形
外
科
な
ど

◇
分
院
は
現
在
居
抜
き
に
な

り
、
診
療
科
目
に
よ
り
改
装

も
実
施
予
定

◇
委
細
面
談
の
う
え

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

☎
078―

393―

１
８
１
７

協
会
・
納
富
ま
で

歯
科
衛
生
士

◇
勤
務
地　

神
戸
市
中
央
区

内◇
条
件
等　

月
・
火
・
木
・

金　

14
時
〜
18
時

◇
委
細
面
談
の
う
え

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

332―

７
６
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
078―

332―

７
６
８
７

新
神
戸
歯
科　

藤
井
ま
で

ラジオ関西番組出演

「医療知ろう！」
好評放送中!!

AM558kHz／
 1395kHz（但馬放送局）

放送期間　2015年10月
 ～2016年３月

井坂信彦衆院厚生労働委員と懇談

診療報酬引き上げ
患者負担引き下げ要請

医療事故調査制度はじまる　報告対象は管理者が判断医療事故調査制度はじまる　報告対象は管理者が判断
　医療法の改定により、「医療事故調査制度」が10月１日から始まりました。病
院、診療所等の管理者は、「医療事故」が発生した場合、患者遺族と「医療事故
調査・支援センター」に、発生の事実と院内調査結果を報告しなければなりませ
ん。同制度における「医療事故」とは、①当該病院等に勤務する医療従事者が提
供した医療に起因しまたは起因すると疑われる死亡または死産（以下「死亡
等」）であって、かつ②管理者が当該死亡等を予期しなかったものをいいます。
　例えば、①施設管理に関連する死亡等や、提供した医療に関連のない偶発的に
生じた疾患による死亡等は「医療に起因する死亡等」と言えないため、対象とな
りません。また、②管理者が医療提供前に、死亡等が予期されていることを患者
に説明していたり、カルテに記載していたりした場合等、管理者が死亡等を予期
していたと認められる場合も、同様に対象とはなりません。
　医療機関内での死亡等をすべて報告する必要はなく、同制度でいう「医療事
故」にあたるとして報告対象とするかどうかは管理者の判断に委ねられることに
なります。また、報告しなかったことによる罰則規定も存在していません。

経営対策懇談会 　医療事故調査制度の概要と対応
日　時　10月31日（土）15時30分～　　会　場　県農業会館10階101・102号室
講　師　日本医療法人協会医療事故調運用ガイドライン作成委員会委員、
　　　　中村・平井・田邉法律事務所　弁護士（医師）　田邉　昇先生

同制度に関するお問い合わせ、上記懇談会へのお申し込みは、
☎078－393－1803 楠・山下まで

次号でポイント解説

毎週木曜日　19時25分頃～

10月22日　 オーラルフレイルと
医科歯科連携（仮）

病院・有床診療所対策部だより病院・有床診療所対策部だより
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行 事 の ご 案 内行 事 の ご 案 内
開業・医院経営に役立つセミナーと研究会

参加希望・お問い合わせは
☎078-393-1803　研究部まで

日常診療にすぐ役立つ　診療内容向上研究会日常診療にすぐ役立つ　診療内容向上研究会

日　時　10月31日（土）14時30分～16時30分
会　場　兵庫県保険医協会　６階会議室
テーマ　 ①人事のコツ
　　　　②医院経営のポイント
　　　　③診療内容の工夫や患者対応
世話役　 西宮市・ユニコの森村上こども 

クリニック院長 村上　 博先生
　　　　西宮市・広川内科クリニック院長
 広川 恵一先生
参加費　無料（コーヒー等お飲み物付き）

日　時　10月24日（土）15時30分～
会　場　兵庫県保険医協会　６階会議室
講　師　野村信託銀行（株）資産承継サービス部
　　　　部長　水谷　督 氏
参加費　無料

近時の相続税改正と相続対策のポイント近時の相続税改正と相続対策のポイント

ライフプランセミナーライフプランセミナー

医院経営研究会医院経営研究会

参加希望・お問い合わせは
☎078-393-1817　税経部まで

日　時　11月28日（土）14時30分～18時30分
会　場　パソコン総合カレッジノア三宮校
講　師　松田 正廣 税理士
　　　　PCインストラクター花房 孝英氏
参加費　一人7,000円（医経研会員はPC使用料1,000円のみ）
定　員　15人（先着順）

〈11月例会〉
「パソコンで決算バッチリ」

日　時 11月14日（土）17時～
会　場　兵庫県保険医協会　５階会議室
講　師　東京ベイ浦安市川医療センター外科
　　　　窪田 忠夫先生
参加費　無料

第512回 腹痛の初期診断における禁忌とは

教育資金 住宅資金 老後資金
院内で勤務医のための
ライフプランセミナーを開催しませんか？
転勤が多い勤務医は収入の変化が大きく、自身で計画的に将来
への備えを行うことが不可欠です。
保険医協会では、多忙な勤務医が診療の合間に開催いただける
よう、ファイナンシャルプランナーなどの専門家による院内セミナ
ーのお手伝いをしています。

まだ兵庫県保険医協会にお入りでない先生へまだ兵庫県保険医協会にお入りでない先生へ

ご入会、保険医協会のご利用に関する
お問い合わせは
医科：078-393-1817 組織部
歯科：078-393-1809 歯科部会
まで、お気軽にお問い合わせください。

ご入会の上ご参加ください

新規開業医研究会新規開業医研究会

日　時　11月１日（日）10時～17時
会　場　兵庫県保険医協会　５階会議室　　参加費　5,000円（昼食・資料代含む）

新規開業医必修！押さえておきたい保険請求や医院経営のポイントを効率よく学習できま
す。特に６カ月新規指導対策として最適です。　　　　　　　　　　　　　　　

　新規開業医研究会は、隔月で開催しております。参加希望の先生方はお問い合わせ
ください。

午前（１）審査・減点の現状と対策
　　（２）保険診療と保険請求の要点

午後（３）新規開業に必要な税務対策
　　（４）知っておくべき最低限度の労基法

日　時　11月28日（土）14時30分～17時30分
会　場　兵庫県保険医協会　６階会議室　　会　費　会員2,000円　会員外6,000円
※参加費にはテキスト『新規開業の手引き』（定価1,000円）代含む

〈医科〉勤務医のための開業特別セミナー〈医科〉勤務医のための開業特別セミナー

　先輩開業医の開業体験や、開業を考えるために押さえておくべきポイントなどを紹
介します。具体的に開業をお考えの先生はもちろん、漠然と将来をお考えの先生もお
気軽にご参加ください。ご家族の参加も歓迎です。

第一部　私の開業体験
講　師　西原 弘道先生
　　　　（尼崎市・西原クリニック院長）

第二部　コンセプトから具体化する開業計画
　　　　開業資金計画の作り方と資金調達の実際
講　師　田中 徳一氏（㈱日本医業総研シニアマネージャー）
　　　　小松 裕介氏（税理士法人日本経営次長）

参加希望・お問い合わせは　☎078-393-1817　組織部まで

初心者のための保険請求事務講習会初心者のための保険請求事務講習会［神戸会場］［神戸会場］

　これから保険請求事務を始める初心者の方や、保険診療の基礎を再学習されたい方
を対象とした初級保険請求事務講習会です。保険診療の仕組みから、点数計算、レセ
プトの書き方など保険請求の基礎を学ぶ２日間の講習です。

日　時　12月５日（土）・６日（日）　定　員　90人
会　場　兵庫県保険医協会　５階会議室
プログラム〈１日目〉14時30分～17時30分　※保険診療とは、窓口業務、点数の解説、薬剤料の計算など
　　　　　〈２日目〉10時～15時　※診療報酬請求の実務、レセプト作成実習と解説
参加費　8,000円（テキスト・資料代、２日目の昼食代含む）

西宮・芦屋支部西宮・芦屋支部　　　　　　　　
『近年開業』交流カフェ『近年開業』交流カフェ歯科部会より歯科部会より

◇医療安全管理対策研究会　「歯科外来診療環境体制加算」施設基準届出対応研修
日　時　11月３日（祝・火）14時～17時
会　場　兵庫県保険医協会　５階会議室
テーマ　歯科医院における医療安全管理対策
講　師　神戸市立医療センター西市民病院歯科口腔外科部長　河合 峰雄先生
参加費　1,000円

参加希望・お問い合わせは　☎078-393-1809　歯科部会まで

◇11月歯科定例研究会　医科歯科連携に必要な「医科の言葉」を理解する
日　時　11月29日（日）14時～17時
会　場　兵庫県保険医協会　５Ｆ会議室
講　師　西宮市・明和病院　歯科口腔外科部長　末松 基生先生
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感
想
文

　

16
回
目
を
迎
え
た
文
化
部
主

催
の
初
級
手
話
学
習
会
「
医
療

現
場
で
『
役
立
つ
手
話
』
を
学

び
ま
し
ょ
う
」
が
10
月
１
日
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。
自
身
が
聴
覚

障
害
者
で
あ
る
鈴
木
奈
麻
美
氏

（
神
戸
ろ
う
あ
協
会
）
を
講
師

に
招
き
、
歯
科
医
師
・
看
護
師

・
受
付
事
務
な
ど
13
人
が
全
15

回
で
学
ぶ
。

　

開
講
式
で
あ
い
さ
つ
に
た
っ

た
加
藤
隆
久
理
事
・
文
化
部
長

は
「『
神
戸
市
み
ん
な
の
手
話

言
語
条
例
』
の
制
定
な
ど
に
よ

り
、
手
話
能
力
の
あ
る
医
療
従

事
者
の
果
た
す
役
割
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
心
構
え
と
手
話
の
技

術
を
身
に
つ
け
、
診
療
に
活
か

し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

た
。

も
の
〞
な
ど
日
常
語
を
身
ぶ
り

手
ぶ
り
で
表
現
す
る
実
習
を
通

し
て
、「
相
手
の
気
持
ち
を
つ

か
み
、
自
分
の
思
い
を
伝
え
る

こ
と
が
重
要
」
と
強
調
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
聴
覚
障
害
者

が
日
常
生
活
で
直
面
す
る
問
題

や
、
医
療
機
関
で
の
実
例
も
交

え
て
学
ん
で
い
く
予
定
。

　

鈴
木
氏
は
「
聴
覚

障
害
は
外
見
で
は
分

か
り
づ
ら
く
、
理
解

さ
れ
に
く
い
面
が
あ

る
。
当
事
者
に
寄
り

添
う
気
持
ち
で
学
ん

で
ほ
し
い
」「
日
常

生
活
の
中
で
何
気
な

く
表
し
て
い
る
身
ぶ

り
や
指
さ
し
な
ど

は
、
意
味
を
伝
え
る

重
要
な
方
法
。
洞
察

力
と
表
現
力
こ
そ
手

話
の
大
切
な
基
盤
と

な
る
」
と
し
、〝
丸

い
も
の
〞〝
温
か
い

　

歯
科
部
会
は
８
月
30
日
、
協

会
会
議
室
で
歯
科
定
例
研
究
会

を
開
催
。
広
島
県
世
羅
町
・
平

岡
歯
科
医
院
院
長
の
平
岡
秀
樹

先
生
が
「
総
義
歯
患
者
の
『
何

と
も
な
い
』
を
求
め
て
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
し
、
57
人
が
参
加

し
た
。
水
野
良
司
先
生
の
感
想

を
紹
介
す
る
。

　

平
岡
先
生
が
、
総
義
歯
を
勉

強
さ
れ
始
め
た
こ
ろ
に
遭
遇
さ

れ
た
一
症
例
を
通
じ
て
、
総
義

歯
治
療
と
は
ど
う
い
う
も
の
か

を
く
わ
し
く
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
下
顎
の
義
歯
破
折
で

来
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
に
対

し
、
修
理
後
に
そ
の
義
歯
を
修

正
し
な
が
ら
咬
合
の
安
定
を
図

り
、
硬
質
レ
ジ
ン
歯
で
上
下
新

義
歯
を
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

規
格
化
さ
れ
た
膨
大
な
記
録

（
写
真
・
動
画
）
で
、
そ
の
工

に
は
、
こ
の
く
ら
い
必
要
で
あ

る
と
考
え
直
し
ま
し
た
。

　

義
歯
は
、
問
題
な
く
経
過
し

て
い
ま
し
た
が
、
装
着
後
２
年

の
リ
コ
ー
ル
時
に
、
人
工
歯
の

咬
耗
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
咀

嚼
に
耐
え
ら
れ
る
新
義
歯
の
製

作
に
取
り
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
で
も
、
そ
の
て
い

ね
い
か
つ
真
摯
な
診
療
に
驚
か

程
を
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
と
く

に
驚
い
た
の
は
、
歯

科
技
工
士
さ
ん
と
の

や
り
取
り
で
す
。
Ａ

４
で
１
〜
数
枚
に
わ

た
っ
て
び
っ
し
り
と

記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
分
の
考
え
を

歯
科
技
工
士
さ
ん
に

正
確
に
伝
え
、
お
互

い
の
理
解
を
深
め
る

さ
れ
ま
し
た
が
、
圧
巻
は
そ
れ

か
ら
で
し
た
。

　

治
療
用
義
歯
の
製
作
の
段
階

か
ら
、
最
終
的
な
形
を
絞
り
込

ん
で
印
象
、
咬
合
採
得
、
試

適
、
装
着
に
至
る
す
べ
て
の
工

程
で
、
し
っ
か
り
と
患
者
さ
ん

に
向
き
合
っ
て
、
基
本
に
忠
実

に
行
わ
れ
る
の
で
す
。
少
し
で

も
納
得
が
い
か
な
け
れ
ば
、
何

度
も
診
査
、
診
断
、
処
置
、
評

価
を
繰
り
返
し
、
納
得
い
く
ま

で
や
り
直
す
。
こ
の
こ
と
は
当

た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
自
分

は
平
岡
先
生
と
同
レ
ベ
ル
で
行

っ
て
い
る
か
、
と
問
わ
れ
た

ら
、
非
常
に
心
許
な
い
で
す
。

当
た
り
前
を
積
み
重
ね
て
ゆ
く

と
、
特
別
に
な
る
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
い
た
、
と
て

も
有
意
義
な
研
究
会
で
し
た
。

【
丹
波
市
・
歯
科

 

水
野　

良
司
】

　

歯
科
部
会
は
、
北
播
支
部
と

共
催
で
、
９
月
12
日
に
小
野
市

内
で
歯
科
社
保
・
審
査
対
策
学

習
会
を
開
催
し
、
会
員
や
歯
科

衛
生
士
ら
19
人
が
参
加
し
た
。

司
会
は
横
田
裕
一
北
播
支
部
長

が
、
講
師
は
川
村
雅
之
副
理
事

長
と
坂
口
智
計
評
議
員
が
務

め
、
Ｐ
治
療
の
流
れ
と
保
険
ル

ー
ル
の
再
確
認
、
電
子
請
求
義

務
化
後
の
審
査
強
化
に
つ
い
て

話
題
提
供
と
質
疑
応
答
、
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
大
谷
茉
莉
先

生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

協
会
の
社
保
学
習
会
に
は
こ

れ
ま
で
も
参
加
し
て
き
ま
し
た

が
、
毎
度
て
い
ね
い
に
教
え
て

く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
回
は
近
場
の
小
野

市
で
開
催
と
い
う
こ
と
で
参
加

し
ま
し
た
。

　

現
在
卒
後
６
年
に
な
り
、
保

険
算
定
に
つ
い
て
は
そ
れ
ま
で

教
わ
っ
て
き
た
こ
と
で
大
ま
か

に
は
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で

し
た
が
、
昨
年
よ
り
父
の
元
で

勤
務
し
始
め
、
自
身
の
エ
ラ
ー

や
返
戻
を
処
理
す
る
よ
う
に
な

り
、
あ
や
ふ
や
に
し
て
い
る
こ

と
が
か
な
り
あ
る
の
だ
と
気
づ

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
勉
強
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
知

ら
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
今

ま
で
正
し
い
と
思
っ
て
い
た
解

釈
が
間
違
っ
て
い
た
こ
と
に
気

づ
く
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
後
縦
覧
点

検
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
が

よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い

く
と
考
え
る
と
、
よ
り

俯
瞰
的
に
カ
ル
テ
を
把

握
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
今
後
も
機
会
が
あ

れ
ば
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【
三
木
市
・
大
谷
歯
科

医
院　

勤
務
医　

 

大
谷　

茉
莉
】

手話の技術を診療に活かしていこうと
あいさつする加藤先生（左）　　　　

平
岡
先
生
が
義
歯
を
つ
く
る
際
は
納
得
い
く

ま
で
や
り
直
す
こ
と
が
大
切
と
力
説　
　
　

P治療の流れや電子請求の留意点などを意見交換

歯科医療安全管理対策研究会

「歯科外来診療環境体制加算」
 施設基準届出対応研修

歯科医院における
医療安全管理対策

日　時　11月３日（火・祝）14時～17時
会　場　協会５階会議室
講　師　 神戸市立医療センター西市民病院
　　　　歯科口腔外科部長　河合峰雄先生
参加費　1000円　　定　員　100人
※ 医療法・院内感染対策職員研修「受
講証」と、先生には外来環の施設基
準届出用「受講証」を発行

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1809 本田まで

「保険でより良い歯科」署名「保険でより良い歯科」署名

ご協力ください！ご協力ください！

目
標　

２
万
筆
! !

▲

署
名
用
紙

▲リーフレット

署名用紙・リーフレット、署名付ポケ
ットティッシュのご注文は、
 ☎078－393－1809まで

歯科社保・審査対策学習会in小野

いままでのやり方を
見直すきっかけに

感
想
文

歯科定例研究会「総義歯」

患者さんと
しっかり向きあって

初級手話学習会スタート　全15回

通じたい意欲が
 手話の基本

歯科保険請求

74

〈歯科口腔リハビリテーション料２
 （歯リハ２）月１回 50点〉
Ｑ１　顎関節症で顎関節症治療用装置
（スプリント）を自院で装着した患者に
対して、歯リハ２を算定したいが事前に
届け出が要るのか。
Ａ１　その通りです。施設基準は以下を
参照ください。なお、顎関節症の診断に
MRI撮影は必須ではありませんが、カル
テには症状、所見、診断についても記載
しておきましょう。
［施設基準通知］
（１）歯科又は歯科口腔外科を標榜し、
当該診療科に係る５年以上の経験及び当
該療養に係る３年以上の経験を有する歯
科医師が１名以上配置されていること。
（２）顎関節症の診断に用いる磁気共鳴
コンピュータ断層撮影（MRI撮影）機器
を設置していること。なお、当該医療機
器を設置していない保険医療機関にあっ
ては、当該医療機器を設置している病院
と連携が図られていること。
Ｑ２　療養上の指導または訓練を行い、
口腔機能の回復または維持・向上を図っ
た場合に算定し、実施内容の要点をカル
テ記載するとあるが、装置のレジン添加
・調整を行った場合は調整料が別に算定
できるのか。

Ａ２　床副子調整１口腔月１回を限度と
して220点が算定できます。歯リハ２と
併せての算定も可能です。
Ｑ３　床副子の「２　困難なもの」に該
当しない顎関節治療用装置は対象となら
ないのか。
Ａ３　その通りです。ミニスプリント等
は対象外となります。
Ｑ４　局部床義歯装着から半年経過して
いないが、顎関節症の咬合挙上副子は製
作できるのか。
Ａ４　できます。義歯の６カ月再作製で
きない取り扱いに副子は含まれません。
　なお、床副子の再製作については、あ
まりに短期間での再作製は審査で疑義が
かかることがあります。支払基金の審査
情報提供事例（2014年８月25日付）に以
下の記載があります。
○取扱い：原則として、同一初診期間中
で６カ月を経過し必要があって再製作し
た床副子に係る費用の算定を認める。
○取扱いを定めた理由：床副子は、患者
の咬合状態の変化や破損等により、再製
作が必要となる場合があるものと考えら
れる。
○留意事項：本取扱いは、床副子を製作
後、６カ月経過している場合に床副子の
再製作に係る費用の算定を認める取扱い
を画一的又は一律的に適用するものでは
ない。また、６カ月未満に床副子を再製
作した場合は、事例ごとに判断する必要
があると思われる。なお、床副子の再製
作が傾向的に見られる場合にあっては、
医療機関に対する照会が必要であると思
われる。



保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から
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各科に必要な漢方の知識㊤
第１章　総論

加古川市　松田内科・漢方クリニック　　松田　康平先生講演

①生薬の知識
　処方を知るにはその構成生薬の性質を
知ることが大切です。生薬は効能別に大
きく15種類に分類されます。（表１）

②診　断
　漢方の診断には八綱弁証・気血弁証・
臓腑弁証・六経弁証その他さまざまなも
のがありますが、それらを簡素化して気
・血・水の不足と滞りを中心に考えると
便利です。
気・血・水の不足と滞り
気虚（気の不足）―補気
　 元気がない、気力がない、疲れやすい
気滞（気の滞り）－理気
　 胸腹部の膨満感など、しばしば、抑う
つ、緊張、イライラなどの精神症状を
伴う
血虚（血の不足）－補血
　 顔色が悪い、皮膚につやがない、頭の
ふらつき
血瘀（血の滞り）－活血
　固定性の疼痛、出血、月経異常
陰虚（水の不足）－滋陰
　 口渇、皮膚の乾燥などの乾燥症状で血
虚や虚熱（のぼせ、ほてり）の症状を
伴う
水滞（水の滞り）－利水
　 むくみ、めまい、頭痛、下痢などの胃
腸症状
寒・熱
寒証（寒がり、冷え症）－散寒
熱証（暑がり、のぼせ）－清熱
補　充
　特殊な病態として以下のものがありま
す。
肝気鬱結　肝気の滞り（後述）
心血虚　　心血の不足（後述）
 （次号につづく）

医師・歯科医師・薬剤師・メディカルスタッフの交流企画

第24回日常診療経験交流会
〈メインテーマ〉

それでも医療は続くそれでも医療は続く～地域連携の「しわよせ」と「しあわせ」～～地域連携の「しわよせ」と「しあわせ」～

日　時　10月25日（日）10時～17時
会　場　神戸市産業振興センター（JR神戸駅から徒歩約７分）
◇ 分科会（10時～14時50分）メインテーマ関連、日常診療、在宅医療、病診連携
等の各種演題発表。演題一覧は本紙折込の案内参照
◇救急フェスタ　CPR講習会（13時～14時30分）
◇薬科部コーナー　生薬試飲「桂枝湯」（薬剤師が生薬を煎じます）、歯科領域で使用する漢方薬展示
◇県下特産品コーナー　おみやげとしてお持ち帰りいただきます
◇ 展示コーナー　ポスターセッション、医院新聞、文化部作品展、川柳作品展、
情報ネットワーク展、東北被災地物産展など

◇特別講演（15時～17時）

「不要な薬を減らすには
　　　～ポリファーマシー対策について」

神戸大学医学部附属病院薬剤部長
神戸大学大学院医学研究科薬剤学分野教授　平井みどり先生

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

表１　生薬の効能別表

（５月23日　加古川・高砂支部「漢方研究会」より）

１．解表薬
辛温解表薬 辛涼解表薬
麻　黄 薄　荷
桂　皮 菊　花
荊　芥 牛蒡子
防　風 蔓荊子
蘇　葉 蝉　退
羌　活 柴　胡
白　芷 葛　根
藁　本 升　麻
細　辛
辛　夷
生　姜

２．清熱薬
清熱瀉火薬 清熱明目薬 清熱涼血薬 清熱燥湿薬 清熱解毒薬 清退虚熱薬
石　膏 夏枯草 生地黄 黄　 金銀花 地骨皮
知　母 決明子 牡丹皮 黄　連 忍　冬
山梔子 紫　根 黄　柏 連　翹
楼根 茅　根 竜　胆 魚醒草

茶　葉 苦　参 山豆根
土茯苓

３．祛暑薬
祛暑薬
　香

４．散寒薬
散寒薬
附　子
乾　姜
良　姜
茴　香
丁　香
山　椒
艾　葉

５．瀉下薬
攻下薬 潤下薬 峻下逐水薬
大　黄 麻子仁 牽牛子
芒　硝
番瀉葉
蘆　薈

６．利水滲湿薬
利水滲湿薬
茯　苓
猪　苓
沢　瀉
車前子
防　已
薏苡仁
木　通
茵陳蒿
滑　石

７．祛風湿薬
祛風湿薬
独　活
木　瓜
蒼　朮
威霊仙

８．行気薬
行気薬
香附子
木　香
烏　薬
陳　皮
橘　皮
枳　実
枳　穀
厚　朴
縮砂仁
檳榔子
大腹皮
柿　蔕

11．消導薬
消導薬
山査子
麦　芽

９．理血薬
活血薬
川　芎
延胡索
鬱　金
莪　朮
蘇　木
益母草
牛　膝
桃　仁
紅　花

止血薬
槐　花

10．化痰止咳薬
温化寒痰薬 清化熱痰薬 止咳平喘薬
半　夏 貝　母 杏　仁
天南星 楼仁 桔　梗

竹　茹 前　胡
冬瓜子 紫　苑

桑白皮
枇杷葉
紫蘇子

13．安神薬
重鎮安神薬 養心安神薬
竜　骨 酸棗仁
牡　蛎 遠　志

小　麦

12．補益薬
補気薬 助陽薬 補血薬 滋陰薬
人　参 益　智 熟地黄 沙　参
黄　耆 杜　仲 何首烏 天門冬
白　朮 蛇床子 当　帰 麦門冬
山　薬 芍　薬 玄　参
甘　草 阿　膠 百　合
大　棗 竜眼肉 枸杞子

胡麻仁
鼈　甲

15．平肝息風薬
天　麻
釣藤鈎
藜子

14．収渋薬
山茱萸
五味子
烏　梅
訶　子
肉荳
蓮　肉
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真剣にBLSや挿管の実習を行う参加者

第24回日常診プレ企画

心肺蘇生や気管挿管を
実際に講習

10月25日は「CPR講習会」10月25日は「CPR講習会」
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